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2政 治 団 体 の 名 称 辻清人後援会

3代 表 者 の 氏 名 辻 清人

4会 計 責任 者 の氏名 稲見 正治

5平 成29年 分
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収 支 報 告 書 ※該当箇所に[コ すること。

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党

口 政 党 の 支 部

口 政 治 資 金 団 体

口 政治資金規正法第18条 の2第
1項 の規定による政治団体

回 そ の 他 の 政 治 団 体

口 その他の政治団体の支部

活 動 区 域 の 区 分

東 京 都 内

資金 管理団体の指定の有無 国会議員 関係政治 団体の 区分幽 ■lll.llIl圃ll

団体 コー ド01214101016:219}21010111110

[エコ 有[=コ 無

蝋 の纐 衆議視 議貴 璽 候)

巨コ肇鶯畿 議 員鶴欝 由漂

1コ肇難 灘 箋韻鰯 謙

公職の候補者
の 氏 名 辻 清人

前年繰越額 4,146,579円

事務担当者の氏名

電話番号

荒谷未夏
〃3-38ク8一 フ28£

公職の種類 購 露 轍 ㊥ ・候)
受 付 審 査 確 認 !等

一

資金管理団体
の届出をした
者 の 氏 名 辻 清人

v/ π7グ 喜＼
{:孤5β 奪1 (※)資 金 管理 団体 の 指 定 の期 間 ㈱ 国会議員関係繍繍 こ関する特例の適用鯛消 込 パ ンチ 照 合
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平成 年 月 日 から

平成 年 月 日 まで

平成 年 月 日 から

平成 年 月 日 まで

■

!〃 ρ分〃
一 一

来報告対匁年の途中で資金管理団体の揃定 ・取湘しをした掲合のみ記入のこと.楽 偲告対搬年の途中で国会議員関係政拍団体に該当した場合又は該当しなく
なった堀合のみ記入のこと。



1

,、 凸,
1「

○ ○

(その2)収 支 の 状 況
都 団 体 用

項 目 金 額 項 目 金 額

1収 入 総 額q)～ ② の計 15,406,579 】工 支 出 総 額1～2の 計 8,637,576

m前 年からの繰越額 4,146,579 1経 常経費の合 計{11～ 〔4}の計 0
凸{2】本 年 の収 入 額1

～6の 計 11,260,000 (D人 件 費 0

1個 人の負担する党費又は会費 0 ② 光 熱 水 費 0

(党費又は会費を納入した人の数) 人 ㈲ 備品 ・消耗品費 0

2寄 附q}～{2}の 計 7,000,000 (4}事 務 所 費 0

q)寄 附の区分 ア～ウの計 7,000,000 2政 治活 動費 の合 計q)～ 〔6}の計 8,637,576

ア 個入からの寄附 0 q)組 織 活 動 費 0

1(う ち特定寄附) 0 (2)選 挙 関 係 費 0

イ 法人その他の団体からの寄附 0 (3)機 関紙誌 の発行そ の他 の

事業費 ア～エの計 1,925,576ウ 政治団体からの寄附 7,000,000

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの} 0 ア 機関紙誌の発行事業費 0

(2)政 党 匿名寄 附 0 イ 宣伝事業費 0

3機 関紙誌の発行その他の事業による収入 4,260,000 ウ 政治資金パーティー開催事業費 1,925,576

ω 留論雛編灘 卿禦騨 入) 0 エ その他の事業費 0

(2}{漂 難 鰍 易硲 綴 野 る収入} 0 (4}調 査 研 究 費 0

1㈹ の うち対価破 払いのあっせん}・よるもの} 0 ⑤ 寄 附 ・交 付 金 6,712,000

4借 入 金 0 ⑥ そ の他 の経費 0

5本 部又は支部から供与された交付金に係る収入 0 備 考

6そ の他 の収 入 〔1}～{2】の 計 0

(1}10万 円未満 のものの計 0

②10万 円以上 のものの計 0 皿 翌年への繰越額 〔1-lD 6,769,003
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㈲ 機関紙誌の発行その他の事業による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考

政経セミナー 4,260,000 平成29年12月18日 東京都 千代 田区ホテルニ ューオータニ

こ の 頁 の 小 計 4,260,000

{注1)す べての事業収入を記載してください。

{注2)同 一の事業収入は一行に計上してください。

{注3)政 治資金パーティーのうちで、1,000万 円以上のパーティーについて

は(そ の10)に 詳細を再掲してください。

{注4)合 計は最終頁に記載 してください。合 計 4,260,000
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l1,2,3の いずれかに○をつけてください)(その7)↓

ω 寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 1.個人a法 入 ・その他の団体(蓼 政治団体

寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業{又 は代表者の氏名) 備 考
一一

宏池政策研究会

一一一

1,000,000 29 6 21
千代田区永 田町1-11-32
全国町村 会館西館6F 佐々木和男

〃 3,000,000 29 9 28 〃 〃

〃 1,000,000 29 12 21 〃 〃

古賀誠筑後誠山会 2,000,000 29 9 28 福岡県みやま市瀬高町上庄26 古賀誠

こ の 頁 の 小 計 7,000,000

{注1〕 同一者からの年間5万 円超(5万1円 以上)の 寄附は個別に記載してください.

{注2〕 同一者から複数回寄附を受けた場合は、寄附をした者{団 体等}ご とに 「名寄せ」して年月日

順に記載し、その者の最後に 「計」を入れてください。

{注3〕 「その他の寄附 と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体又は政治団体の寄附者の区分ごと
に、最後の頁に記載 してください。

{注4〕 同一本部 ・支部(選 管等へ届出たものに限る)か らの寄附や交付金は、(そ の5)に 記載し

てください.

そ の 他 の 寄 附 o

合 計 7,000,000
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③ 政治活動費の内訳 項 目 別 区 分 政治資金パーティー開催事業費(政 経セミナー)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名{又は名称) 支出を受けた者の住所{又は所在地) 備考

記念品代 215,250 29 12 7 ㈱ 多慶屋 台 東 区台 東4-33-2

会場費 1,298,122 29 12 27 (株)ニ ュー オ ー タニ 千代田区紀尾井町4司

案内状作成費 412,204 29 12 28 日興製版印刷(株} 荒 川 区西 日暮 里1-46-3

こ の 頁 の 小 計 1,925,576
(注1)5万 円以上の支出はすべて個別に記載し、5万 円未満の支出は 「その他の支出」に一括

して記載 してください。
(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、

1万 円以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載してください。

(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項目別区分の(〕 の中の項 目ごとに、最終頁
に記載してください。

(注4)項 目別区分ごとに別葉にしてください。項目別区分の記載例は、 「その他の事業費(区
政報告会)」、 「機関紙誌の発行事業費{印刷費)」、 「選挙関係費{陣 中見舞}」 など。

そ の 他 の 支 出 0

合 計 1,925,576
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㈲ 政治活動費の内訳 項 目 別 区 分 寄附 ・交付金(寄 附金)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所{又は所在地) 備考

寄附金 5,000,000 29 6 1 自由民主党東京都第二選挙区支部 台 東 区 日本 堤2-23-13

〃 1,712,000 29 6 19 自由民主党東京都支部連合会 千 代 田 区永 田町1-11-23

こ の 頁 の 小 計 6,712,000
(注1}5万 円以上の支出はすべて個別に記載し、5万 円未満の支出は 「その他の支出」に一括

して記載 してください。

(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載し、
1万 円以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載してください。

(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分の 〔)の 中の項目ごとに、最終頁
に記載 してください。

(注4)項 目別区分ごとに別葉にしてください。項目別区分の記載例は、 「その他の事業費{区
政報告会)」 、 「機関紙誌の発行事業費{印刷費}」 、 「選挙関係費(陣 中見舞}」など。

そ の 他 の 支 出 o

合 計 6,712,000
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(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 厨

イ 建 物 口 図

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 阿

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 厨

預金(普 通預金及び当座預金 を除く。)又 は貯金(普 通貯オ
金 を除 く。)

口 駐

力 金 銭 信 託 口 母

キ 有 価 証 券 口 図

ク 出 資 に よ る 権 利 口 厨

ケ 貸付先 ごとの残高が100万 円を超え る貸付金 口 厨

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を超 え る敷 金 口 呵

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 厨

シ 借入先 ごとの残高が100万 円を超え る借入金 口 圖

※有無 につ いて 団 して ください。(注)有 に回の場合 は 「項 目別 区分」 ごと(そ の18)が 必要です。



辱

● `,

○ ○

●,

(その2① 宣 誓 書 一

添付書類{別 添のとおり}

口 1領 収書等の写し

口 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

口 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。}

この報告書は、政治資金規正法 に従 って作成 した ものであって、真実に相違ありません。

平成30 年5月30日

政治団体の名称 辻清人後援会

会計責任者の氏名 稲見正治 鯵
■一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 曽一 一 一

(↓代表者については、解散する年の収支報告書にのみ記載すること。)

代 表 者 の 氏 名 ㊥

(注1) 「会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名とし、署名は必ず会計責任者本人が自署 してください。

(注2) 「代表者の氏名」欄は、解散する場合に、解散する年の最後の収支報告書にのみ記載 してください。

(注3} 国会議員関係政治団体は、宣誓書(そ の20)に 記載した 日付が政治資金監査報告書に記載された日付と同日か後の日付になるよう記載してください。



政治資金監査報告書

'

、

蝉

平成30年5月29日

辻清人後援会

代表 辻 清人 殿

謝 治_人 倉 厨 正則㊧
登 録 番 号 第1544号

研修終了年月 日 平成21年6月9日

○

1 監査の概要

(1) 私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、

辻清人後援会 の平成29年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべて

の期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領

収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書 (支出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同 じ。)に ついて、支出に

関する政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

アル 」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

O 作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、

領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細:書及び振込明細書に係 る支出 目的書

について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告するこ

とに あ る。

(4) この政治資金監査は、辻清人後援会 の主たる事務所において行った。

2 監査の結果
転

私 が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。
」

● (1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細書、領収

書等が保存 されていた。

なお、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出

目的書を必要 とす る支出はな く、領収書等を徴 し難かった支 出の明細書、振込明細

噛

圃



書 、振込明細書に係る支出目的書は存在しなかった。
,

(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会

q 議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関

係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項 について、法第12条 第1項 に規定

す る収支報告書は、会計帳簿、明細書、・領収書等に基づいて支出の状況が表示 されてい

た 。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項 にっいて、領収書等 を徴 し難 かった

支出の明細書及び振込明細書に係る支出目的書は存在しなかった。

○
3 業務制限

辻清人後援会 と私の間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る事実はない。

以 上

○

句

冒
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